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ま
ず
、
今
回
の
私
の
入
国
を
許
可
し
、
ビ
ザ
を
発
給
し
て

下
さ
い
ま
し
た
日
本
国
政
府
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
私
を
日
本
に
招
聘
す
る
た
め
に
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
す

べ
て
の
皆
様
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

我
々
ウ
イ
グ
ル
人
は
歴
史
上
、
文
明
の
発
展
に
寄
与
し
、

国
を
成
し
た
こ
と
も
あ
る
民
族
で
す
。

二
〇
世
紀
の
前
半
、
一
九
三
三
年
お
よ
び
四
四
年
の
二
度
、

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
と
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共

和
国
を
設
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国

は
一
九
四
九
年
、
ソ
連
が
支
援
す
る
形
で
中
国
共
産
党
に
侵
略

さ
れ
、
植
民
地
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
国
共
産
党
が
支
配
し
て
き
て
い
る
今
日
ま
で
の
時
代
は
、

ウ
イ
グ
ル
人
の
歴
史
に
お
い
て
最
も
暗
く
、
残
虐
性
に
満
ち
た

時
代
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
共
産
党
に
よ
る

ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
激
し
い
弾
圧
は
今
日
も
続
い
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
自
由
へ
の
戦
い
も
絶
え
る
こ
と
な
く
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
六
三
年
の
間
に
、
ウ
イ
グ
ル
人
は
北
京
当

局
の
残
虐
な
行
為
の
対
象
と
な
り
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
人

た
ち
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
ウ
イ
グ
ル
人
研
究
者
は
、

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
意
図
的
か

つ
様
々
な
名
目
で
行
わ
れ
て
き
た
政
治
的
運
動
、
迫
害
に
よ
っ

て
、
今
日
ま
で
に
約
一
二
〇
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
論
文
に

記
し
て
い
ま
す
。

中
国
共
産
党
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
侵
略
し
た
後
、
ウ
イ

グ
ル
人
に
対
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
自
治
権
〟
が
形
式
的
に
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
我
々
の
国
の
名
前
は
い
わ
ゆ

る
『
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
』
へ
と
変
更
さ
れ
た
の
で
す
。

中
国
共
産
党
は
次
の
よ
う
な
嘘
の
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。

ウ
イ
グ
ル
人
の
文
化
と
宗
教
信
仰
、
民
族
習
價
を
尊
重
す

る
こ
と
。
ウ
イ
グ
ル
人
の
言
語
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
。
ウ
イ
グ

ル
人
の
民
族
教
育
と
経
済
的
な
発
展
を
許
す
こ
と
。
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
地
下
地
上
資
源
の
管
理
権
と
使
用
権
は
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
の
現
地
政
府
、
現
地
住
民
に
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
ウ

イ
グ
ル
人
の
民
族
的
自
決
権
を
も
認
め
る
こ
と
、
等
々
。

と
く
に
北
京
政
府
は
、
中
国
本
士
か
ら
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

へ
人
が
移
民
す
る
際
に
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
現
地
政
府
の

許
可
を
前
提
と
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
国
政
府
は
こ
れ
ら
自
ら
が
し
た
約
束
を
一
つ

も
守
っ
て
い
ま
せ
ん
。

反
対
に
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
文
化
、
宗
教
、
言
語
を
抹
殺
し
、

教
育
お
よ
び
経
済
的
発
展
を
阻
害
し
、
ウ
イ
グ
ル
人
そ
の
も
の

を
、
彼
ら
の
歴
史
、
文
化
、
習
慣
、
宗
教
と
共
に
根
絶
さ
せ
、

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
完
全
に｢
中
華｣

の
地
に
変
え
て
し
ま
う

よ
う
な
政
策
を
実
施
し
て
来
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
の
こ
の
よ
う
な
攻
策
に
反
対
し
た
ウ
イ
グ
ル
人

に
対
し
て
は
、
様
々
な
罪
を
与
え
、
長
期
刑
役
に
し
た
り
、
死

刑
に
処
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ウ
イ
グ
ル
人
は
中
国
共
産
党
局

に
よ
る
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
弾
圧
、
抑
圧
、
さ
ら
に
は
虐
殺
の

恐
怖
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
文
化
、
宗
教
、
言
語

お
よ
び
民
族
と
し
て
の
存
続
を
守
り
、
闘
い
を
続
け
て
い
る
の

で
す
。

国
際
〝
反
テ
ロ
〟
戦
争

中
国
政
府
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
対
す
る
抑
圧
は
、
近
年
さ
ら

に
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て

〝
テ
ロ
と
の
戦
い
〟
が
始
め
ら
れ
て
以
降
ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
弾

圧
は
一
層
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
ウ
イ
グ
ル
人
は
、〝
九
・
一
一
〟
事
件
の

実
質
的
犠
牲
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
件
後
に
始
め
ら
れ

た
〝
テ
ロ
と
の
戦
い
〟
は
、
中
国
政
府
に
ウ
イ
グ
ル
人
を
弾
圧

す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
の
で

す
。中

国
政
府
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
大
半
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で

あ
る
の
を
利
用
し
て
、
中
国
の
政
策
に
対
し
て
不
満
を
表
わ
す

あ
ら
ゆ
る
ウ
イ
グ
ル
人
に
〝
テ
ロ
リ
ス
ト
〟
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
貼
り
、
厳
し
い
処
罰
を
与
え
て
き
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
、『
野
鳩
』
と
い
う
物
語
を
書
い
た
ウ
イ
グ
ル

人
作
家
ヌ
ル
ム
ハ
メ
ッ
ト
・
ヤ
セ
ン
氏
は
、〝
テ
ロ
リ
ス
ト
思

想
を
主
張
し
た
〟
と
の
理
由
で
、
一
一
年
の
実
刑
判
決
を
言
い

渡
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
私
を
含
む
、
在
外
の
ウ
イ
グ
ル
人
活
動
家
、
平
和

的
な
方
法
で
ウ
イ
グ
ル
人
の
人
権
問
題
を
訴
え
る
活
動
を
し
て

い
る
者
達
を
、｢

テ
ロ
リ
ス
ト｣

と
言
い
、
他
国
に
圧
力
を
か

け
て
ま
で
、
そ
の
活
動
に
制
限
を
加
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
ラ
ビ
ア
総
裁
か
ら
日
本
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
の
皆
様
へ
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中
国
政
府
は
こ
の
機
に
、
従
来
は
実
行
す
る
勇
気
が
な
か
っ
た

｢

ウ
イ
グ
ル
人
絶
滅
計
画｣

を
も
実
施
し
始
め
て
い
る
の
で
す
。

ウ
イ
グ
ル
語
の
根
絶

中
国
政
府
は
、
同
化
政
策
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年

か
ら
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
各
大
学
で
教
育
言
語
と
し
て
の
ウ
イ

グ
ル
語
の
使
用
を
全
面
的
に
禁
止
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
政
策
を
〝
双
語
教
育
〟
だ
と
し
て
、
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
の
高
校
、
中
学
は
も
ち
ろ
ん
、
小
学
校
と
幼
稚
園

に
ま
で
広
げ
て
実
行
し
て
い
ま
す
。こ
の
攻
策
の
実
行
に
伴
い
、

中
国
語
が
分
か
ら
な
い
何
万
と
い
う
ウ
イ
グ
ル
人
教
師
が
強
制

的
に
職
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

彼
ら
の
代
わ
り
に
、
中
国
本
土
か
ら
何
万
人
の
中
国
人
〝
教

師
〟
が
招
聘
さ
れ
、
各
級
学
校
へ
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
政
府
の
こ
の
攻
策
に
不
満
を
表
明
し
た
り
、
反
対
し

た
り
し
た
数
千
も
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
は
〝
テ
ロ
リ
ス
ト
〟〝
分

裂
分
子
〟
の
罪
を
被
せ
て
投
獄
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
中
国
政

府
に
よ
る
〝
双
語
教
育
〟
政
策
に
対
し
、
手
紙
で
不
満
を
表
明

し
た
ウ
イ
グ
ル
人
女
性
マ
フ
ブ
バ
・
ア
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
、

二
〇
〇
八
年
〝
国
家
分
裂
〟
の
〝
罪
〟
に
問
わ
れ
、
三
年
の
実

刑
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
彼
女
が
ど
こ
に
い

る
の
か
、
何
が
あ
っ
た
の
か
不
明
で
す
。

ウ
イ
グ
ル
人
若
年
女
性
の
中
国
木
土
へ
の
「
移
住
」

二
〇
〇
四
年
か
ら
中
国
政
府
は
、
就
職
と
い
う
名
目
で
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
南
部
か
ら
一
四
歳
か
ら
二
五
歳
ま
で
の
若
い

ウ
イ
グ
ル
女
性
を
、
中
国
の
束
部
へ
半
強
制
的
に
〝
移
す
〟
政

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
国
改
府
の
公
式
発
表
で
も
、
今
ま

で
に
約
二
四
万
人
の
ウ
イ
グ
ル
女
性
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら

「
出
た
」
と
さ
れ
、
当
然
、
こ
の
政
策
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
強
い

反
発
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
、
日
常
的
に
ウ
イ
グ
ル
人
の
信
仰
の
自
由
お

よ
び
民
族
の
尊
厳
を
著
し
く
殷
損
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
や
り
方
に
反
対
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
ら
は
拘
束
さ
れ
、
投

獄
さ
れ 

厳
罰
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
す
。
二
〇
〇
九
年
七
月
五

日
に
ウ
ル
ム
チ
市
で
起
き
た
平
和
的
な
抗
議
デ
モ
に
対
し
、
中

国
軍
警
が
行
わ
れ
た
「
虐
殺
」
と
も
い
え
る
弾
圧
も
、
元
は
と

い
え
ば
、若
い
ウ
イ
グ
ル
人
ら
へ
の「
移
住
」政
策
が
原
因
で
し
た
。

二
〇
〇
九
年
の
「
ウ
ル
ム
チ
事
件
」
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
現
代
史
に
お
い
て
最
も
残
虐
な
事
件
で
あ
り
、
国
際
世
界
で

大
き
く
注
目
さ
れ
た
事
件
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

中
国
政
府
は
、
事
件
に
よ
る
死
者
一
九
七
人
、
負
傷
者

一
七
〇
〇
人
、
拘
束
さ
れ
た
人
が
一
四
〇
〇
人
と
発
表
し
ま
し

た
が
、
私
た
ち
が
掴
ん
だ
情
報
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
の
当
日
と
そ

の
後
の
数
日
間
に
、
数
千
人
以
上
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
警
察
や
特

殊
部
隊
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
件
当
日
と
そ
の
後
に
拘
束
さ
れ
た
数
千
人
の
若
い
男
女

は
行
方
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
国
連
の
言
う
「
強
制
失
踪
者
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
数
百
人
も
の
人
た
ち
が
、
警
察
に
よ
る
残
酷
な

拷
問
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

と
く
に
、
七
月
七
日
、
無
差
別
拘
束
さ
れ
た
家
族
の
釈
放

を
政
府
に
求
め
る
た
め
の
抗
議
デ
モ
に
参
加
し
た
た
め
に
拘
束

さ
れ
た
数
百
人
の
ウ
イ
グ
ル
女
性
の
行
方
は
今
も
わ
か
っ
て
い

な
い
の
で
す
。

事
件
後
、
私
た
ち
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ウ
イ

グ
ル
人
へ
の
弾
圧
政
策
が
改
善
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
事
件
は
、
中
国
政
府
が
こ
の
地
域
で
行
っ
て

い
る
政
策
が
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
反
発
を
招
く
間
違
っ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
国
際
社
会
に
対
し
証
明
し
た
か
ら
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
中
国
政
府
は
逆
に
、
こ
の

世
か
ら
「
ウ
イ
グ
ル
人
」「
ウ
イ
グ
ル
文
化
」
と
い
う
も
の
を

絶
滅
さ
せ
る
た
め
の
行
動
へ
と
舵
を
切
っ
た
の
で
す
。

事
件
直
後
か
ら
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
な
ど
、
歴
史
的
な
都
市
や

ウ
イ
グ
ル
人
に
と
っ
て
の
象
徴
的
な
文
化
遺
跡
の
破
壊
を
加
速

し
て
い
ま
す
。

共
産
党
新
疆
党
委
員
会
書
記
、
王
楽
泉
氏
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、
ま
さ
に
「
ウ
イ
グ
ル
人
と
中
共
と
の
戦
い
は
事
実
上
生

死
の
戦
い
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ウ
ル
ム
チ
事
件
の
後
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
北
京
で
こ
の

事
件
の
原
因
な
ど
を
分
析
し
、今
後
の
対
策
を
講
じ
る
目
的
で
、

〝
新
疆
工
作
会
議
〟
を
開
き
、
ウ
イ
グ
ル
人
を
よ
り
早
い
段
階

で
抹
殺
す
る
た
め
の
政
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

ウ
イ
グ
ル
人
の
代
表
は
一
人
も
参
加
し
て
い
な
い
こ
の
会

議
で
は
〝
新
疆
〟、
と
く
に
南
地
域
に
大
量
に
中
国
人
を
移
住
、

定
住
さ
せ
、
こ
の
地
城
に
住
ん
で
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
土
地
を

没
収
し
、
彼
ら
を
農
村
か
ら
都
市
へ
、
さ
ら
に
都
市
か
ら
中
国

本
土
へ
移
住
さ
せ
る
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

他
方
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
日
常
生
活
や
行
動
な
ど
を
監
視
す

る
た
め
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
中
心
都
市
ウ
ル
ム
チ
市
の
ウ
イ

グ
ル
人
居
住
地
域
に
、
約
四
万
台
の
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま

し
た
。
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
る
と
、
ウ
ル
ム
チ
事
伴
の

後
、
約
一
三
万
人
の
武
装
警
察
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
送
り
込

ま
れ
た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
二
〇
一
二
年
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ヘ
六
〇
〇
万
人

の
中
国
人
を
移
仕
さ
せ
る
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
の
各
県
、
市
な
ど
に
、
二
五
〇
ヵ
所
も
の
流
動
人
ロ
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を
登
録
す
る
場
所
を
設
置
し
、
移
住
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で
す
。

宗
教
弾
圧

〝
七
・
五
ウ
ル
ム
チ
事
件
〟
の
後
、
中
国
政
府
は
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
全
域
に
お
い
て
、
大
規
模
な
不
当
逮
捕
、
裁
判
な
ど
法

的
な
手
続
き
を
一
切
経
な
い
殺
害
を
行
っ
て
来
て
い
ま
す
。

一
方
で
ウ
イ
グ
ル
人
の
宗
教
信
仰
の
自
由
を
一
層
抑
圧
し

て
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
に
は
、〝
違
法
的
宗
教
活
動
〟
を
取
り
締
ま
る

と
の
口
実
で
、
宗
教
指
導
者
へ
の
弾
圧
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

児
童
ま
で
も
が
容
赦
な
く
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
五
月
、〝
違
法
的
宗
教
教
育
を
受
け
た
〟
と
い

う
理
由
で
、
当
時
一
二
歳
の
ミ
ル
ザ
ッ
ト
と
い
う
男
の
子
が
警

察
に
連
行
さ
れ
、
拷
問
を
受
け
て
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
四
月
に
は
、四
名
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
対
し
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
宗
教
を
宣
伝
し
た
」
罪
に
よ
り
、
無
期
懲
役

の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
大
切
な
断
食
（
ラ
マ
ダ
ー

ン
）
期
間
中
に
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
公
務
員
、
共
産
党
党
員
、

教
員
、
学
生
な
ど
に
対
し
、
断
食
を
禁
止
す
る
措
置
を
と
っ
て

き
て
い
ま
す
。
近
年
は
さ
ら
に
、
各
地
の
織
場
や
学
校
で
全
て

の
ウ
イ
グ
ル
人
職
員
や
学
生
に
対
し
て
断
食
を
禁
止
し
、
守
ら

な
い
楊
合
は
厳
し
い
処
罰
を
与
え
る
と
通
告
し
、
宗
教
行
事
へ

の
不
参
加
を
約
束
す
る
文
章
に
署
名
す
る
こ
と
を
一
人
一
人
に

強
制
し
て
い
ま
す
。

対
話
の
呼
び
か
け
へ
の
答
え

こ
う
し
た
な
か
で
私
は
、
中
国
政
府
の
指
導
者
の
交
代
が
、

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
政
策
に
改
善
を
も
た
ら
す
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
一
一
月
、
習
近
平
氏
が
共
産
党
総
書
記
に
任

命
さ
れ
る
一
週
間
前
、
米
国
の
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー

ナ
ル
紙
に
発
表
し
た
文
章
の
な
か
で
、「
ウ
イ
グ
ル
間
題
を
平

和
的
に
解
決
す
る
た
め
対
話
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
中
国
政
府
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
こ
の
申
し
出
に
対
し
、
中
国
攻
府
は
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
〇
日
、
そ
の
日
が
国
際
人
権
記
念
日
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
名
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
死
刑
を
執

行
し
、
一
名
に
無
期
懲
役
を
宣
告
す
る
と
い
う
形
で
答
え
て
来

た
の
で
す
。

ウ
イ
グ
ル
人
に
対
す
る
弾
圧
は
変
わ
ら
ず
続
き
ま
し
た
。

私
は
二
〇
一
三
年
三
月
、
習
近
平
氏
が
国
家
主
席
に
就
任
し
た

際
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
会
議
に
お

い
て
、
国
際
社
会
の
前
で
、
再
び
中
国
政
府
に
対
話
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
平
和
的
な
対
話
要
求
に
対
し
、
彼
ら
は
、
四

月
二
三
日
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
区
マ
ラ
ル
ベ
シ
（
巴
楚
）
県
で
の

武
装
警
察
に
よ
る
虐
殺
と
い
う
行
動
で
答
え
て
来
た
の
で
す
。

今
日
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
中
国
当
局
が
行
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
北
京
の
指
導
者
ら
が
ウ
イ
グ
ル
問
題
を
解
決

す
る
意
思
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
中
国
政
府

は
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
反
政
府
行
動
を
弾
圧
す
る
こ
と
で
、
中
国

人
を
政
府
へ
の
協
力
者
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
国
民
の
中
国
政
府
へ
の
反
発
を
か
わ

す
た
め
、
近
隣
諸
国
と
紛
争
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
、

敵
を
作
る
作
戦
と
同
じ
行
為
な
の
で
す
。

私
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
自
由
と
民
主
を
求
め
る
運
動
の
指

導
者
と
し
て
、
中
国
が
全
国
民
に
基
本
的
人
権
の
保
障
を
与
え

ら
れ
る
国
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
、
本
当
に
、
世
界
の
中
で
安
定
し
た
強
い
国

を
目
指
そ
う
と
い
う
な
ら
、
ま
ず
は
ウ
イ
グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、

南
モ
ン
ゴ
ル
、
そ
し
て
中
国
人
か
ら
の
自
由
、
民
主
、
人
権
に

つ
い
て
の
要
求
に
応
じ
る
べ
き
な
の
で
す
。

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
重
要
な
戦
賂
的
地
域
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
国
ま
た
は
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
、
平
和
は
こ

の
地
域
の
安
定
と
平
和
に
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
中
国
政
府
が
こ
の
地
域
で
行
っ
て
い
る
政
策
は
む
し

ろ
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
不
安
定
の
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
中
国
の
国
益
に
も
不
利
な
こ
と
で
す
。

侮
辱
を
受
け
る
こ
と
が
、
人
間
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
精
神

的
打
撃
に
な
る
か
は
、
皆
様
も
ご
存
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
侮

辱
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
光
景
で
す
。
人

間
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
時
、
理
性
を
失
い
、
価
値

観
さ
え
も
か
な
ぐ
り
捨
て
、失
わ
れ
た
尊
厳
を
取
り
戻
そ
う
と
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
支
払
う
代
価
は
大
き
く
、
深
刻
な
悲
劇
を
引

き
起
こ
す
こ
と
す
ら
あ
り
あ
ま
す
。
ウ
イ
グ
ル
人
が
今
日
直
面

し
て
い
る
状
況
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
ウ
イ
グ

ル
人
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
解
決
方
法
を
一
刻
も
早
く
見
つ

け
、早
急
に
平
和
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
い
て
い
け
ば
、
中
国
に
と
っ
て
も
、
ウ

イ
グ
ル
人
に
と
っ
て
も
、
ま
た
全
世
界
に
と
っ
て
も
深
刻
な
悲

劇
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
心
配
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
六
月　

ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
イ
ル
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今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
は
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
の

編
集
し
た
資
料
「
三
年
間
見
逃
さ
れ
て
い
る
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
市
民
強
制
失
踪
事
件
」（
原
文
英
語
）
を
一
部
翻
訳
し
て
配

布
い
た
し
ま
し
た
。
ウ
イ
グ
ル
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）
で
は
、

二
〇
〇
九
年
七
月
五
日
の
ウ
ル
ム
チ
民
衆
決
起
事
件
以
後
、
ウ

イ
グ
ル
各
地
か
ら
何
千
人
も
の
市
民
が
強
制
失
踪
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
そ
の
う
ち
被
害
者
の
家
族

が
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
に
実
名
を
出
し
て
情
報
を
伝
え
た
被
害

者
数
十
名
を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
日
本
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
事
件
で
、
未
だ
全

体
像
は
分
か
ら
な
い
な
が
ら
数
多
く
の
自
国
民
が
拉
致
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ウ
イ
グ
ル
で
も
、
何
の
罪
の
な
い
人
々
が
、

中
国
警
察
に
よ
っ
て
作
為
的
に
拉
致
さ
れ
、
そ
の
罪
状
も
、
今

ど
こ
に
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
「
強
制
失
踪
事
件
」
が
続
い

て
い
る
の
で
す
。

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
は
序
論
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
に
望
ま
れ
る
の
は
、
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い

る
「
強
制
失
踪
か
ら
の
す
べ
て
の
者
の
保
護
に
関
す
る
国
際

条
約.(International Convention for the Protection of 

A
ll Persons from

 Enforced D
isappearance)

」
に
署
名

し
こ
れ
を
批
准
す
る
だ
け
で
な
く
、
七
月
五
日
の
事
件
以
降
行

方
不
明
に
な
っ
て
い
る
、
多
く
の
無
実
の
ウ
イ
グ
ル
人
（
本
報

告
書
に
掲
載
し
た
人
々
を
含
め
て
）
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
ま

た
今
ど
こ
に
い
て
、ど
ん
な
状
況
か
と
い
っ
た
情
報
を
提
供
し
、

適
切
な
場
合
は
彼
ら
を
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
刑
事

訴
訟
法
は
「
人
道
に
反
す
る
罪
」
を
犯
し
た
と
さ
れ
る
人
々
を

事
実
上
「
密
か
に
投
獄
す
る
」
権
限
を
、当
局
に
与
え
て
き
た
。

二
〇
一
二
年
三
月
、
中
国
全
国
人
民
代
表
大
会
は
同
法
の
さ
ら

な
る
大
幅
改
正
案
を
可
決
し
た
。
本
報
告
書
は
こ
の
好
機
を
捉

え
て
作
成
し
た
も
の
で
、
中
国
政
府
に
対
し
て
、
こ
の
強
制
失

踪
事
件
に
対
処
し
解
決
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
促
す
こ
と
が
、
今
や
国
際
社
会
に
と
っ
て
急
務
と
な
っ
て
い

る
。 （
中
略
）

ラ
ジ
オ
・
フ
リ
ー
・
ア
ジ
ア
―
ウ
イ
グ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

二
〇
一
二
年
五
月
一
四
日
の
報
道
に
よ
る
と
、
亡
命
中
の
ウ
イ

グ
ル
人
指
導
者
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
イ
ル
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月

五
日
か
ら
ウ
イ
グ
ル
人
約
一
万
名
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
い
る
と
発
表
し
た
。
情
報
筋
に
よ
れ
ば
、
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
被
害
者
の
大
部
分
は
、
中
国
当
局
の
大
規
模
な
掃
討
作

戦
に
よ
っ
て
拘
留
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
作
戦
は

人
民
軍
お
よ
び
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
各
都
市
や
地
域
の
政
府
当

局
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
Ｈ
Ｒ
Ｗ
に
よ
れ
ば
、
抑
留
さ
れ
た

人
々
の
多
く
は
二
〇
代
の
ウ
イ
グ
ル
人
男
性
だ
が
、
最
年
少
者

は
一
二
～
一
四
歳
だ
と
い
う
。

二
〇
一
二
年
五
月
一
四
日
の
時
点
で
、
三
〇
を
越
え
る
世

帯
が
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
親
近
者
の
情
報
提
供
を
、
ラ
ジ
オ
・

フ
リ
ー
・
ア
ジ
ア
―
ウ
イ
グ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
申
し
出
て
い
る
。

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
市
民
強
制
失
踪
事
件
　
―
開
場
配
布
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
―

中
国
関
係
に
よ
り
無
実
の
市
民
が
拉
致
さ
れ
続
け
て
い
る
！

編
集
部
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そ
の
う
ち
十
九
世
帯
が
詳
細
な
情
報
と
写
真
を
提
供
し
た
。

失
踪
し
た
被
害
者
の
家
族
は
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
肉
親

が
、中
国
当
局
に
よ
っ
て
抑
留
さ
れ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
疑
惑
が
共
に
投
獄
さ
れ
た
仲
間
や
警
察
に
よ
っ
て
立

証
さ
れ
た
事
例
が
数
多
く
あ
る
。
ラ
ジ
オ
・
フ
リ
ー
・
ア
ジ
ア

に
情
報
を
伝
え
た
十
九
世
帯
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
首
都
ウ

ル
ム
チ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
街
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
ホ
ー
タ
ン
地
区

カ
ラ
カ
シ
県
（
和
田
地
区
墨
玉
県
）
に
住
ん
で
い
る
。
カ
ラ
カ

シ
県
の
あ
る
住
民
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
地
域
だ

け
で
失
踪
者
の
数
は
二
〇
〇
人
を
超
え
る
と
い
う
。
七
月
五
日

の
事
件
後
、
多
く
の
家
族
が
肉
親
を
捜
し
に
ホ
ー
タ
ン
と
カ
シ
ュ

ガ
ル
か
ら
ウ
ル
ム
チ
へ
旅
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
被
害
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
詳
し
く
見
る
と
わ

か
る
よ
う
に
、
個
々
の
失
踪
者
の
事
例
に
は
、
明
確
な
共
通
点

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
被
害
者
の
う
ち
、
二
名
を
除
く
ウ
イ
グ
ル

人
全
員
が
、
当
局
に
抗
議
行
動
を
し
た
人
々
で
、
全
員
が
若
い

男
性
で
あ
る
。
ま
た
数
人
を
除
く
全
員
が
、
七
月
五
日
の
事
件

の
最
中
に
暴
動
や
暴
行
に
巻
き
込
ま
れ
た
、
無
実
の
人
々
と
思

わ
れ
る
。
も
う
一
つ
の
共
通
点
と
し
て
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

人
々
の
家
族
が
、
肉
親
の
失
踪
後
に
辛
抱
強
い
捜
索
を
続
け
て

い
る
。
こ
う
し
た
家
族
の
多
く
が
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
官
庁

や
政
府
機
関
に
嘆
願
し
て
き
た
が
、
ど
れ
も
無
駄
に
終
わ
っ
て

い
る
。
申
し
立
て
に
よ
る
と
、
ウ
ル
ム
チ
市
警
察
局
は
、
七
月

五
日
以
降
の
全
て
の
失
踪
事
件
の
調
査
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
の
政
府
機
関
と
同
様
に
、
し
ば
し

ば
偽
り
の
情
報
を
公
表
し
た
り
、
肉
親
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い

る
家
族
へ
の
情
報
提
供
を
一
切
拒
否
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。 

さ
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
政
府
高
官
や
警
察
官
が
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
被
害
者
の
家
族
や
友
人
に
よ
る
今
後
の
調

査
を
禁
じ
る
よ
う
強
く
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
関
連
で
、
最
愛

の
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
家
族
や
友
人
が
、
当
局
の
命

令
を
無
視
し
て
調
査
を
続
け
た
り
、
ラ
ジ
オ
・
フ
リ
ー
・
ア
ジ

ア
等
の
外
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
情
報
交
換
し
た
な
ど
と
し
て
、
嫌

が
ら
せ
や
尋
問
を
受
け
た
り
、
逮
捕
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
事
例

が
生
じ
て
い
る
。 （
後
略
）

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
は
、
犠
牲
者
た
ち
の
顔
写
真

が
展
示
さ
れ
、
ラ
ビ
ア
氏
は
講
演
中
、
し
ば
し
ば
、
こ
の
若
く

美
し
い
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
が
、
今
家
族
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
い

る
悲
劇
を
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
希
望
の
方
は
、

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
ま
で
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ウ
イ
グ
ル
弾
圧
へ
の
抗
議
行
動

6/30
ラ
ビ
ア
総
裁
と
共
に
中
国
大
使
館
へ   

7/6「
七
・
五
ウ
ル
ム
チ
虐
殺
四
周
年
抗
議
デ
モ
」

編
集
部

六
月
三
〇
日
、
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
イ
ル
総
裁
は
離
日
直
前
、

中
国
大
使
館
に
向
け
て
の
抗
議
行
動
を
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
と

共
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
講
演
中
も
、
ラ
ビ
ア
、
ト
ム
ト
ル
コ

両
氏
は
ウ
イ
グ
ル
現
地
で
の
悲
劇
に
何
度
も
触
れ
、
現
在
の
中

国
の
発
表
以
上
の
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

ラ
ビ
ア
氏
が
何
度
も
強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
、
現
地
の
中

国
警
察
は
完
全
武
装
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
立
ち
あ
が
っ
た

ウ
イ
グ
ル
人
は
、
せ
い
ぜ
い
ナ
イ
フ
、
火
炎
瓶
、
石
こ
ろ
程
度

の
も
の
し
か
手
に
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
中
で
あ
ま

り
の
ひ
ど
い
弾
圧
に
抵
抗
し
て
人
々
が
闘
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
事
実
で
し
た
。
一
部
の
報
道
で
は
中
国
政
府
側
の
「
暴
動
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
ウ
イ
グ
ル
人
決

起
は
暴
動
で
は
な
く
明
ら
か
に
自
由
を
求
め
、
人
間
の
尊
厳
を

守
ろ
う
と
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
で
す
。
ラ
ビ
ア
氏
は
離
日
直
前

の
時
間
の
な
い
中
、
中
国
大
使
館
前
で
中
國
の
弾
圧
を
批
判
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
行
い
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
も
参
加
し
て
声

を
あ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
七
月
六
日
、
二
〇
〇
九
年
七
月
五
日
の
ウ
ル
ム
チ

虐
殺
事
件
に
対
す
る
抗
議
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
九

年
七
月
五
日
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
首
府
ウ
ル
ム
チ
で
行
わ
れ
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た
ウ
イ
グ
ル
人
の
平
和
的
な
抗
議
行
動
は
、
中
国
の
治
安
部
隊

に
よ
っ
て
残
酷
に
取
り
締
ま
ら
れ
、
無
数
の
デ
モ
隊
参
加
者
が

殺
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
以
降
も
、

多
く
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
逮
捕
さ
れ
、
ま
と
も
な
法
的
手
続
き
を
経

ず
に
懲
役
刑
や
死
刑
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
グ
ル
人
の
人

権
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
最
近
で
は
宗
教
弾
圧
を
背
景
と

し
、
幼
い
子
供
た
ち
が
犠
牲
に
な
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
多
く
の
亡
命
ウ
イ
グ
ル
人
が
東
南
ア
ジ
ア
や

中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
、
中
国
に
強
制
送
還
さ
れ
る
と
い
う

事
件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
が
全
く
変
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
は
、現
在
の
ウ
イ
グ
ル
の
状
況
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。

七
月
六
日
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
主
催
、
協
賛
団
体
に
内

モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
、モ
ン
ゴ
ル
自
由
連
盟
党
、台
湾
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
桜
ア
ジ
ア
の
会
、
チ
ベ
ッ
ト
自
由
人
権
日
本
100
人
委
員

会
、
台
湾
独
立
建
国
連
盟
を
迎
え
た
デ
モ
が
、
午
後
三
時
に
三

河
台
公
園
に
集
結
し
四
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
大
使

館
に
向
け
て
訴
え
た
抗
議
文
は
以
下
の
通
り
で
す
。

二
〇
〇
九
年
ウ
ル
ム
チ
決
起
以
後
、
さ
ら
に
激
化
す
る
中
国
政

府
の
弾
圧
に
抗
議
し
現
地
で
抵
抗
運
動
を
続
け
る
ウ
イ
グ
ル
民

衆
に
連
帯
す
る
声
明
文

六
月
二
六
日
よ
り
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
に
て
ウ
イ
グ
ル
人
と

警
察
の
間
に
衝
突
が
起
こ
り
ま
し
た
。
中
国
国
営
の
新
華
社
の

報
道
に
よ
れ
ば
、
刃
物
を
持
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
地
元
の
警
察
署

や
政
府
を
襲
撃
し
、
多
数
の
死
者
が
出
た
と
述
べ
、
こ
の
事
件

を
「
暴
動
」「
テ
ロ
」
と
非
難
し
、
現
在
は
厳
戒
態
勢
を
引
い

て
情
報
を
完
全
に
遮
断
し
て
い
ま
す
。
死
亡
者
数
は
現
時
点
で

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
国
側
発
表
で
も
三
十
五
人

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
数
は
こ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
事
態
を
も
た
ら
し
た
の
は
中
国
政
府
の
新
疆
ウ
イ
グ

ル
支
配
に
よ
る
民
族
自
決
権
の
否
定
、
信
仰
・
言
論
の
自
由
へ

の
弾
圧
で
あ
る
と
確
信
し
、
中
国
政
府
が
直
ち
に
弾
圧
を
停
止

し
、
現
地
の
平
和
の
た
め
に
も
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
族
自
決
権
を

尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る
言
論
・
信
仰
の
自
由
を
認
め
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
す
。 

二
〇
〇
九
年
の
ウ
ル
ム
チ
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
抗
議

運
動
以
後
、
中
国
政
府
は
弾
圧
を
一
層
強
化
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
以
後
、
三
千
人
に
も
わ
た
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
若
者

が
中
国
警
察
に
よ
り
罪
状
も
明
ら
か
で
な
い
中
不
当
に
拘
留
さ

れ
家
族
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
お
り
、
家
族
の
必
死
の
訴
え
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
行
方
す
ら
明
ら
か
で
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
信
仰
の
自
由
は
抑
圧
さ
れ
、
公
的
に
許
可
さ
れ
た
は

ず
の
モ
ス
ク
で
礼
拝
し
て
い
た
だ
け
の
人
々
が
銃
撃
を
受
け
、

信
仰
上
の
慣
習
で
あ
る
髭
を
伸
ば
す
こ
と
す
ら
弾
圧
の
対
象
と

な
り
、
美
し
い
民
族
衣
装
で
あ
る
手
織
り
の
帽
子
す
ら
被
る
こ

と
が
許
さ
れ
ず
、
し
か
も
愛
す
る
家
族
を
事
実
上
中
国
警
察
に

拉
致
さ
れ
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
現
状
は
、
ま
さ
に
中
国
政
府

に
よ
る
テ
ロ
の
恐
怖
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
銃
で
完

全
武
装
し
た
警
察
に
立
ち
向
か
っ
た
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
を
テ
ロ

リ
ス
ト
や
暴
動
と
呼
ぶ
の
は
中
国
政
府
の
恥
知
ら
ず
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
自
由
と
民
主
主
義
、
そ
し
て
民
族
自
決
権
を
尊

重
す
る
立
場
か
ら
、
現
地
で
命
を
懸
け
て
ウ
イ
グ
ル
民
族
の
自

決
権
と
人
権
を
守
る
た
め
に
闘
い
つ
づ
け
る
人
々
に
心
か
ら
の

連
帯
の
意
志
を
表
明
し
ま
す
。
そ
し
て
、
以
下
の
三
点
を
中
国

政
府
並
び
に
日
本
政
府
、
そ
し
て
報
道
機
関
に
訴
え
ま
す
。 

一
、
中
国
政
府
は
ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
人
権
弾
圧
を
直
ち
に
停

止
し
、
国
際
的
な
人
権
機
関
の
現
地
調
査
並
び
に
、
不
当

に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
を
解
放
せ
よ
。 

二
、
中
国
政
府
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
信
仰
、
言
論
、
集
会
の
自
由

を
直
ち
に
認
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
民
族
文
化
と
信
仰
を

尊
重
し
、
民
族
自
決
権
を
承
認
せ
よ
。  

三
、
日
本
政
府
は
中
国
政
府
の
ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
弾
圧
に
抗

議
し
、
こ
の
弾
圧
が
停
止
し
な
い
限
り
、
中
国
政
府
と
の

友
好
も
経
済
支
援
も
あ
り
得
な
い
こ
と
を
人
権
外
交
の
視

点
か
ら
明
言
せ
よ
。 

二
〇
一
三
年
七
月
六
日 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会　

代
表　

イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
イ
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長
ら
く
会
報
の
発
行
が
遅
れ
た
こ
と
を
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
有
本
香
さ
ん
を
実
行
委
員
長
に
、
頑

張
れ
日
本
！
全
国
行
動
委
員
会
の
皆
様
他
、様
々

な
立
場
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
ラ
ビ
ア
・

カ
ー
デ
イ
ル
総
裁
の
全
国
講
演
会
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
協
会
も
、
様
々

な
方
々
と
の
連
携
を
目
指
す
と
共
に
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
様
々
な
運
動
展
開
を
組
織
と
し

て
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

【
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
近
況
ニ
ュ
ー
ス
】

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
結
成
五
周
年
記
念
パ
ー
テ
イ
開
催

新
た
な
ウ
イ
グ
ル
人
の
参
加
が
発
表
さ
れ
る

六
月
二
十
四
日
午
後
六
時
よ
り
、
東
京
綿
商
会
館
に
て
、
日

本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
五
周
年
結
成
記
念
大
会
＆
パ
ー
テ
イ
が
開

催
さ
れ
、
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
イ
ル
総
裁
他
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た「
頑
張
れ
日
本
！
全
国
行
動
委
員
会
」

の
皆
さ
ん
、
実
行
委
員
会
の
先
生
方
、「
台
湾
・
ウ
イ
グ
ル
友

の
会
」
理
事
長
林
保
華
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
協
会

の
記
念
す
べ
き
日
を
祝
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
場

で
は
、
ウ
イ
グ
ル
料
理
を
会
場
に
持
参
い
た
だ
い
た
若
い
ウ
イ

グ
ル
人
の
方
た
ち
か
ら
も
、
今
後
運
動
に
参
加
す
る
意
志
が
表

明
さ
れ
、
今
後
、
日
本
に
す
む
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
が
ま
す
ま
す

本
国
の
人
権
の
為
に
立
ち
あ
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

当
日
、
セ
イ
ッ
ト
・
ト
ム
ト
ル
コ
氏
が
、
以
前
は
こ
こ
ま

で
大
き
な
運
動
に
発
展
す
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
、
日
本
の
皆

様
の
ご
協
力
と
イ
リ
ハ
ム
氏
の
健
闘
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
の

念
を
表
す
る
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
総
会
開
催

諸
案
件
は
理
事
会
で
検
討
、
組
織
の
再
編
成
を
目
指
す

六
月
十
六
日
事
務
所
に
て
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
昨
年
度
決
算
、
本
年
度
活
動

方
針
、
人
事
案
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
世
界
ウ
イ
グ
ル

会
議
の
開
催
を
経
て
、
組
織
の
再
編
成
や
事
務
所
経
費
な
ど
に

つ
い
て
更
な
る
意
見
交
換
と
、
ま
た
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
の
討
議
が
必
要
と
い
う
結
論
に
な
り
、
理
事
会
に
て
継
続
審

議
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
六
日
、
広
島
に
て
、
ウ
イ
グ
ル
の
核
被
害
を
訴
え
る

原
爆
が
広
島
に
投
下
さ
れ
た
八
月
六
日
、
イ
リ
ハ
ム
・
マ

ハ
ム
テ
イ
会
長
以
下
、
広
島
市
で
ウ
イ
グ
ル
の
核
被
害
や
人
権

弾
圧
の
現
状
を
訴
え
る
チ
ラ
シ
を
街
頭
に
て
配
布
い
た
し
ま
し

た
。
ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
核
実
験
が
様
々
な
核
汚
染
、
人
的
被

害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
医
師
ア
ニ
ワ
ル
・
ト
フ
テ
イ
氏
の

告
発
以
後
、世
界
で
も
少
し
ず
つ
で
す
が
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
日
本
国
は
、
確
か
に
戦
争
に
お
け
る
核
被
爆
国
で
は
あ

り
ま
す
が
、
戦
後
、
様
々
な
核
実
験
、
特
に
旧
ソ
連
や
中
国
の

核
実
験
が
、
特
に
少
数
民
族
の
地
域
で
行
わ
れ
、
事
実
上
の
被

ば
く
患
者
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

地
道
な
形
で
あ
れ
、
広
島
で
の
活
動
を
今
後
も
行
っ
て
い
く
こ

と
は
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
使
命
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

八
月
十
五
日
、
靖
国
神
社
に
て
ウ
イ
グ
ル
の
人
権
問
題
を
訴
え
る

八
月
十
五
日
、
イ
リ
ハ
ム
会
長
及
び
、
田
中
会
員
な
ど
、

靖
国
神
社
に
て
ウ
イ
グ
ル
問
題
を
訴
え
る
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る

と
共
に
、
ウ
イ
グ
ル
で
中
国
警
察
に
よ
り
さ
ら
わ
れ
て
い
っ
た

失
踪
者
の
写
真
な
ど
を
な
ら
べ
て
、
参
拝
す
る
日
本
国
民
に
訴

え
ま
し
た
。
イ
リ
ハ
ム
会
長
は
、
日
本
国
民
の
間
で
も
様
々
な

歴
史
へ
の
解
釈
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
た
上
で
、
ウ
イ
グ
ル
の

よ
う
に
国
を
失
っ
た
民
族
に
は
、
こ
う
し
て
国
の
た
め
、
民
族

の
為
に
戦
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
々
を
慰
霊
す
る
施
設
も
持
つ
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
、
靖
国
神
社
と
い
う
施
設
を
持
ち
、
英
霊

に
敬
意
を
表
せ
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
こ
と

か
は
、
独
立
を
奪
わ
れ
た
時
初
め
て
わ
か
る
こ
と
を
訴
え
る
と

共
に
、
こ
う
し
て
参
拝
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
国
民

が
国
家
意
識
や
独
立
を
守
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
こ
日
本
で
活
動
し
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
に

と
っ
て
大
変
心
強
い
こ
と
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

ウ
イ
グ
ル
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
鈴
木
晶
さ
ん
が
若
く
し
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

七
月
一
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
在
住
の
日
本
人
で
、
世
界
ウ
イ

グ
ル
会
議
で
は
通
訳
、
翻
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
、
文
字

通
り
寝
食
を
忘
れ
て
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
鈴
木
晶
さ
ん
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
若
く
、
献
身
的
な
方
だ
っ
た

鈴
木
さ
ん
の
死
に
、
会
員
一
同
深
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
ラ
ジ
オ
・
フ
リ
ー
・
ア
ジ
ア
で
も
彼
女
の
立
派
な
業
績

が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
は
手
書
き
の
色
紙
を
せ
め
て
も
の

記
念
と
し
て
、
鈴
木
さ
ん
の
夫
君
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。


